
大規模災害発生直後の課題

被災者の安全を確認することで（安）

対応が必要な人（否）を洗い出す

安否確認が早期・正確にできないと･･･

●人命救助、初期消火など自主防災活動が遅れ被害が拡大

●公的支援の遅れ



安否確認の原則① 「無事な人」が無事を主張!

町内（区）の住民（安否未確認）

対応不要
（無事な人）

対応が必要な人（声を

上げられない人）を洗

い出すには、「無事な

人」が無事を主張する

仕組み作りが必要

対応必要
（死亡・ケガ人・要捜索者）

「対応が必要な人」は

助けを求める声を上げ

ることができない!

多くの住民から、

「対応が必要な人」を

洗い出すには…



役員だけで

地域全体を回るには

・時間がかかる…

・確認漏れ…

安否確認の原則② 「集約」と「報告」の繰り返し!



２組

３組

迅速に安否確認を行うには

組（班）単位で情報を
集約できるのが理想１組

安否確認の原則② 「集約」と「報告」の繰り返し!



組（班）

町内会（区）

各自主防災会

個人

家族

まちづくりセンター
（市内26地区）

安否確認の実施により
自主防災活動への着手

が早くなる!

安否確認の原則② 「集約」と「報告」の繰り返し!



集まった住民の名前を

一人ひとり名簿に書くと･･･

富士 一朗

花子

太郎

次郎

吉原 A夫

B子

C夫

富士川 J夫

K子

田子 D夫

E子

F子

G子

・時間がかかる

・確認漏れ
＊誰が安否未確認か分かりにくい!

安否確認の事前準備が無いと･･･



安否確認シートの活用

安否確認の2つの原則に基づき

① 「無事な人」が無事を主張するための仕組み

② 組（班）単位で情報を「集約」し、
自主防災会へ「報告」できる



安否確認シートの活用



５

組の情報

世帯の情報

安否確認シートの活用
日頃の準備



５

組の情報

世帯の情報

避難目標地点：××公園

富士家

一郎 花子 太郎 次郎

高齢のため自宅２階

山田家

L夫

安否確認シートの活用
日頃の準備



地震発生時

富士家

一郎 花子 太郎 次郎

無事 無事 無事 軽症

家屋被害：無し

安否確認シートの活用



吉原家

A夫 B子 C夫

無事 無事 外出中

家屋被害：無し

？

安否確認シートの活用
地震発生時



9:30 捜索要員派遣

安否確認シートの活用

家屋は被害無し

（外出中？）
○

○J夫 K子

来ていない

家屋倒壊!

？ ？

富士川家

地震発生時



まとめ

安否確認は、自主防災活動を行うための最初の一歩!

＊安否確認シートを使う場合、組（班）長不在時も実施で

きるよう、保管方法の工夫が必要

・公会堂に保管

・組（班）長と副組（班）長が2名体制で保管する など

そのために、

① 無事な人が無事を主張できる仕組み

（安否未確認の住民を効率よく減らす）

② 組（班）単位で情報を集約する仕組み

こうした検討をお願いします


